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(57)【要約】
【課題】撮像素子が発する熱を筐体の外へ放熱すること
ができる撮像装置を提供する。
【解決手段】撮像素子１の透光領域４ａの周囲部分とシ
ールドケース２０の内面とに放熱部材５０を当接させて
設ける。また、シールドケース２０の外面と筐体７０の
内面とに放熱部材６０を当接させて設ける。撮像素子１
が発した熱は放熱部材５０を介してシールドケース２０
に伝達され、更に放熱部材６０を介して筐体７０に伝達
されて、外部に放熱される。シールドケース２０には、
折曲片２５及び２６により放熱部材５０を挟んで保持す
る保持部２４を設ける。筐体７０には突出部７８及び７
９により放熱部材６０を挟んで保持する保持部７７を設
ける。これにより、放熱部材５０及び６０を不動に保持
することができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透光領域が設けられたパッケージ内に受光部が封入された撮像素子と、電磁気ノイズ遮
蔽用のシールドケースと、前記撮像素子及び前記シールドケースを収容する筐体と、前記
撮像素子へ光を集光するレンズを保持し、前記筐体に固定された鏡筒とを備える撮像装置
において、
　前記撮像素子の前記透光領域の周囲部分に当接すると共に、前記シールドケースに当接
して設けられる第１の放熱部材と、
　前記シールドケースに設けられ、前記第１の放熱部材を保持する保持部と、
　前記シールドケースに当接すると共に、前記筐体又は前記鏡筒に当接して設けられる第
２の放熱部材と、
　該第２の放熱部材が当接する前記筐体又は前記鏡筒に設けられ、前記第２の放熱部材を
保持する保持部と
　を備えることを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記シールドケースには、前記撮像素子へ光を通過させる開口が形成してあり、
　前記シールドケースの保持部は、
　前記シールドケースの開口の縁部分を前記撮像素子側へ折り曲げた第１の折曲片と、
　前記シールドケースの開口の周囲部分に切り込みを形成し、前記周囲部分の一部を前記
撮像素子側へ折り曲げた第２の折曲片と
　を有し、
　前記第１の折曲片及び前記第２の折曲片により前記第１の放熱部材を挟んで保持するよ
うにしてあること
　を特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記撮像素子の透光領域に固着された板状の光学フィルタを備え、
　前記シールドケースの保持部は、
　前記シールドケースに切り込みを形成して一部を前記撮像素子側へ折り曲げた折曲片を
有し、
　前記光学フィルタの側部及び前記折曲片により前記第１の放熱部材を挟んで保持するよ
うにしてあること
　を特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項４】
　透光領域が設けられたパッケージ内に受光部が封入された撮像素子と、電磁気ノイズ遮
蔽用のシールドケースと、前記撮像素子及び前記シールドケースを収容する筐体と、前記
撮像素子へ光を集光するレンズを保持し、前記筐体に固定された鏡筒とを備える撮像装置
において、
　前記撮像素子の透光領域に固着された板状の光学フィルタと、
　前記撮像素子の透光領域の周囲部分に当接すると共に、前記シールドケースに当接して
設けられ、前記光学フィルタに嵌合する形状をなす第１の放熱部材と、
　前記シールドケースに当接すると共に、前記筐体又は前記鏡筒に当接して設けられる第
２の放熱部材と、
　該第２の放熱部材が当接する前記筐体又は前記鏡筒に設けられ、前記第２の放熱部材を
保持する保持部と
　を備えることを特徴とする撮像装置。
【請求項５】
　前記筐体又は前記鏡筒の保持部は、
　前記筐体又は前記鏡筒から突出して設けられた複数の突出部を有し、
　前記第２の放熱部材を複数の突出部により挟んで保持するようにしてあること
　を特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか１つに記載の撮像装置。
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【請求項６】
　透光領域が設けられたパッケージ内に受光部が封入された撮像素子と、該撮像素子を収
容する筐体と、前記撮像素子へ光を集光するレンズを保持し、前記筐体に固定された鏡筒
とを備える撮像装置において、
　前記撮像素子の透光領域の周囲部分に当接すると共に、前記筐体又は前記鏡筒に当接し
て設けられる放熱部材と、
　該放熱部材が当接する前記筐体又は前記鏡筒に設けられ、前記放熱部材を保持する保持
部と
　を備えることを特徴とする撮像装置。
【請求項７】
　前記保持部は、
　前記筐体又は前記鏡筒から突出して設けられた複数の突出部を有し、
　前記放熱部材を複数の突出部により挟んで保持するようにしてあること
　を特徴とする請求項６に記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記撮像素子の透光領域に固着された板状の光学フィルタを備え、
　前記保持部は、
　前記筐体又は前記鏡筒から突出して設けられた突出部を有し、
　前記光学フィルタの側部及び前記突出部により前記放熱部材を挟んで保持するようにし
てあること
　を特徴とする請求項６に記載の撮像装置。
【請求項９】
　透光領域が設けられたパッケージ内に受光部が封入された撮像素子と、該撮像素子を収
容する筐体と、前記撮像素子へ光を集光するレンズを保持し、前記筐体に固定された鏡筒
とを備える撮像装置において、
　前記撮像素子の透光領域に固着された板状の光学フィルタと、
　前記撮像素子の透光領域の周囲部分に当接すると共に、前記筐体又は前記鏡筒に当接し
て設けられ、前記光学フィルタに嵌合する形状をなす放熱部材と
　を備えることを特徴とする撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像素子が発する熱を放熱する手段を備える撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、車両には多数の電子機器が搭載されて種々の処理を行っているが、車載環境では
周囲の温度が高温となる虞があるため、車載の電子機器における放熱又は冷却等の温度対
策を行うことが必須である。車両のバンパー近傍又はサイドミラー等に搭載されて車両周
辺の撮像を行う撮像装置が普及しているが、撮像装置が備えるＣＣＤ又はＣＭＯＳ等の撮
像素子では、温度の上昇によって撮像した映像にノイズが生じるなどの画質悪化が発生す
る虞がある。特に近年では、撮像を行うための受光部であるＣＣＤ又はＣＭＯＳ等と、撮
像した映像の補正などを行う処理回路とを１つのチップに集積することが可能となり、撮
像素子自身の発熱量が増大しているため、撮像素子が発する熱を効率よく放熱することが
望まれる。
【０００３】
　特許文献１においては、ＣＣＤイメージセンサなどのように、パッケージの上面に放熱
ブロックを取り付けることができない場合であっても効率よく放熱を行うことができる半
導体装置が提案されている。この場合、半導体装置のパッケージの下面側に放熱ブロック
を取り付け、この放熱ブロックを半導体装置が実装されたプリント配線基板を貫通させ、
放熱ブロックに設けられたフィンがプリント配線基板の裏側に位置するように構成するこ
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とによって、プリント配線基板の裏面側の解放された空間に放熱を行うことができる。
【０００４】
　特許文献２においては、発熱素子を実装したプリント基板をケース内部に収容し、発熱
素子及びケースの双方に接触する放熱シートを配置し、放熱シートを受け入れる凹部をケ
ースの内側表面に形成することにより、簡潔な構成で放熱シートの接触位置を安定させる
ことができる発熱素子の実装構造が提案されている。
【特許文献１】特開平７－２８３３４９号公報
【特許文献２】特開２００２－２８０７７６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載の半導体装置は、ＣＣＤイメージセンサなどが実装さ
れるプリント配線基板の裏面側に解放された空間が必要である。車両に搭載する撮像装置
は、車両の美観を損なうことがないように、できるだけ小型であることが望ましく、プリ
ント配線基板の裏面側に十分な空間を確保することは難しい。
【０００６】
　また、特許文献２に記載の発熱素子の実装構造は、発熱素子としてＣＣＤ又はＣＭＯＳ
等による撮像素子を考慮した構造ではない。撮像素子は、受光部をなすＣＣＤ又はＣＭＯ
Ｓ等のＩＣチップをパッケージに封入すると共に、パッケージの一部にガラスなどを用い
た受光部への透光領域を設けた構成であるため、放熱シートを撮像素子及びケースの双方
に接触して配置することが難しい。よって、特許文献２に係る実装構造を撮像素子の場合
に簡単に適用することはできないという問題がある。更に、撮像装置には、外部からの電
磁気ノイズが回路動作に与える影響を低減すると共に、回路基板上のノイズ源が発する電
磁気ノイズを外部へ放出することを防止することを目的として、回路基板を覆うように金
属製のシールドケースが設けられる場合があり、この場合にも特許文献２に係る実装構造
を適用することができないという問題がある。よって、撮像装置に適した放熱のための構
造が求められる。
【０００７】
　本発明は、斯かる事情に鑑みてなされたものであって、その目的とするところは、撮像
素子の透光領域の周囲部分とシールドケースとに第１の放熱部材を当接させると共に、シ
ールドケースに第１の放熱部材を保持する保持部を設け、また、シールドケースと筐体又
は鏡筒とに第２の放熱部材を当接させると共に、筐体又は鏡筒に第２の放熱部材を保持す
る保持部を設ける構成とすることにより、撮像素子が発する熱を第１の放熱部材及び第２
の放熱部材を介して効率よく筐体から放熱することができる撮像装置を提供することにあ
る。なお、筐体は金属製であってもよく、合成樹脂製であってもよい。
【０００８】
　また本発明の他の目的とするところは、撮像素子へ光を通過させるために形成されたシ
ールドケースの開口の縁部分を折り曲げた第１の折曲片と、シールドケースの開口の周囲
部分に切り込みを形成して折り曲げた第２の折曲片とを設けて、第１の折曲片及び第２の
折曲片が第１の放熱部材を挟んで保持する構成とすることにより、撮像素子及びシールド
ケースの間に第１の放熱部材を確実に固定して保持することができる撮像装置を提供する
ことにある。
【０００９】
　また本発明の他の目的とするところは、撮像素子の透光領域に固着された光学フィルタ
を備える場合に、シールドケースに切り込みを形成して折り曲げた折曲片と、光学フィル
タの側部とで第１の放熱部材を挟んで保持する構成とすることにより、撮像素子及びシー
ルドケースの間に第１の放熱部材を簡単な構成で確実に固定して保持することができる撮
像装置を提供することにある。
【００１０】
　また本発明の他の目的とするところは、撮像素子の透光領域に固着された光学フィルタ
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を備える場合に、光学フィルタに嵌合する形状の第１の放熱部材を撮像素子の透光領域の
周囲部分とシールドケースとに当接させ、また、シールドケースと筐体又は鏡筒とに第２
の放熱部材を当接させると共に、筐体又は鏡筒に第２の放熱部材を保持する保持部を設け
る構成とすることにより、簡単な構成で撮像素子が発する熱を第１の放熱部材及び第２の
放熱部材を介して効率よく筐体へ放熱することができる撮像装置を提供することにある。
【００１１】
　また本発明の他の目的とするところは、第２の放熱部材が当接する筐体又は鏡筒に複数
の突出部を設け、複数の突出部が第２の放熱部材を挟んで保持する構成とすることにより
、シールドケースと筐体又は鏡筒との間に第２の放熱部材を確実に固定して保持すること
ができる撮像装置を提供することにある。
【００１２】
　また本発明の他の目的とするところは、筐体が金属製でシールドケースを兼ねる場合又
はシールドケースが不要で備えない場合には、撮像素子の透光領域の周囲部分と筐体又は
鏡筒とに放熱部材を当接させると共に、筐体又は鏡筒に放熱部材を保持する保持部を設け
る構成とすることにより、撮像素子が発する熱を放熱部材を介して効率よく筐体へ放熱す
ることができる撮像装置を提供することにある。
【００１３】
　また本発明の他の目的とするところは、放熱部材が当接する筐体又は鏡筒に複数の突出
部を設け、複数の突出部が放熱部材を挟んで保持する構成とすることにより、撮像素子と
筐体又は鏡筒との間に放熱部材を確実に固定して保持することができる撮像装置を提供す
ることにある。
【００１４】
　また本発明の他の目的とするところは、撮像素子の透光領域に固着された光学フィルタ
を備える場合に、放熱部材が当接する筐体又は鏡筒に突出部を設け、光学フィルタの側部
及び突出部で放熱部材を挟んで保持する構成とすることにより、撮像素子と筐体又は鏡筒
との間に放熱部材を簡単な構成で確実に固定して保持することができる撮像装置を提供す
ることにある。
【００１５】
　また本発明の他の目的とするところは、撮像素子の透光領域に固着された光学フィルタ
を備える場合に、光学フィルタに嵌合する形状の放熱部材を撮像素子の透光領域の周囲部
分と筐体又は鏡筒とに当接させる構成とすることにより、簡単な構成で撮像素子が発する
熱を放熱部材を介して効率よく筐体へ放熱することができる撮像装置を提供することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　第１発明に係る撮像装置は、透光領域が設けられたパッケージ内に受光部が封入された
撮像素子と、電磁気ノイズ遮蔽用のシールドケースと、前記撮像素子及び前記シールドケ
ースを収容する筐体と、前記撮像素子へ光を集光するレンズを保持し、前記筐体に固定さ
れた鏡筒とを備える撮像装置において、前記撮像素子の前記透光領域の周囲部分に当接す
ると共に、前記シールドケースに当接して設けられる第１の放熱部材と、前記シールドケ
ースに設けられ、前記第１の放熱部材を保持する保持部と、前記シールドケースに当接す
ると共に、前記筐体又は前記鏡筒に当接して設けられる第２の放熱部材と、該第２の放熱
部材が当接する前記筐体又は前記鏡筒に設けられ、前記第２の放熱部材を保持する保持部
とを備えることを特徴とする。
【００１７】
　本発明においては、撮像素子の透光領域の周囲部分とシールドケースとに第１の放熱部
材を当接させ、シールドケースと筐体又は鏡筒とに第２の放熱部材を当接させる。撮像素
子が発する熱は第１の放熱部材を介してシールドケースへ伝わり、更に第２の放熱部材を
介して筐体へ伝わるため、撮像素子が発する熱を筐体外へ放熱することができる。放熱部
材を撮像素子の透光領域の周囲部分にのみ当接させる構成とすることにより、放熱部材が
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撮像素子の撮像の妨げとなることはない。また、シールドケースに第１の放熱部材を保持
する保持部を設け、筐体又は鏡筒に第２の放熱部材を保持する保持部を設ける。これによ
り、撮像装置に加わる振動などによって放熱部材の配設位置にズレが生じて放熱効率が悪
化することを防止できる。
【００１８】
　また、第２発明に係る撮像装置は、前記シールドケースには、前記撮像素子へ光を通過
させる開口が形成してあり、前記シールドケースの保持部は、前記シールドケースの開口
の縁部分を前記撮像素子側へ折り曲げた第１の折曲片と、前記シールドケースの開口の周
囲部分に切り込みを形成し、前記周囲部分の一部を前記撮像素子側へ折り曲げた第２の折
曲片とを有し、前記第１の折曲片及び前記第２の折曲片により前記第１の放熱部材を挟ん
で保持するようにしてあることを特徴とする。
【００１９】
　本発明においては、撮像素子へ光を通過させるために形成されたシールドケースの開口
の縁部分を折り曲げて第１の折曲片を設ける。また、シールドケースの開口の周囲部分に
例えばコ字型又は半円型等の切込みを形成し、切り込みの内側部分を折り曲げて第２の折
曲片を設ける。撮像素子及びシールドケースの間に配された第１の放熱部材を、第１及び
第２の折曲片で挟んで固定する。シールドケースを折り曲げるのみの簡単な構成で第１の
放熱部材を不動に固定することができる。また、撮像装置の製造工程において、第１の放
熱部材の位置決めを容易に行うことができる。
【００２０】
　また、第３発明に係る撮像装置は、前記撮像素子の透光領域に固着された板状の光学フ
ィルタを備え、前記シールドケースの保持部は、前記シールドケースに切り込みを形成し
て一部を前記撮像素子側へ折り曲げた折曲片を有し、前記光学フィルタの側部及び前記折
曲片により前記第１の放熱部材を挟んで保持するようにしてあることを特徴とする。
【００２１】
　本発明においては、シールドケースに例えばコ字型又は半円型等の切込みを形成し、切
り込みの内側部分を折り曲げて折曲片を設ける。撮像装置には光学ローパスフィルタ又は
赤外線カットフィルタ等の光学フィルタを搭載する必要があることが多く、光学フィルタ
を撮像素子の透光領域に接着剤などを用いて接着して固定する場合には、シールドケース
の折曲片と光学フィルタの側部とにより、撮像素子及びシールドケースの間に配された第
１の放熱部材を挟んで固定する。シールドケースを折り曲げるのみの簡単な構成で第１の
放熱部材を不動に固定することができる。また、光学フィルタの側部を利用することで、
シールドケースの折曲片の数が少なくてよく、シールドケースの製造工程の増加を抑制で
きる。
【００２２】
　また、第４発明に係る撮像装置は、透光領域が設けられたパッケージ内に受光部が封入
された撮像素子と、電磁気ノイズ遮蔽用のシールドケースと、前記撮像素子及び前記シー
ルドケースを収容する筐体と、前記撮像素子へ光を集光するレンズを保持し、前記筐体に
固定された鏡筒とを備える撮像装置において、前記撮像素子の透光領域に固着された板状
の光学フィルタと、前記撮像素子の透光領域の周囲部分に当接すると共に、前記シールド
ケースに当接して設けられ、前記光学フィルタに嵌合する形状をなす第１の放熱部材と、
前記シールドケースに当接すると共に、前記筐体又は前記鏡筒に当接して設けられる第２
の放熱部材と、該第２の放熱部材が当接する前記筐体又は前記鏡筒に設けられ、前記第２
の放熱部材を保持する保持部とを備えることを特徴とする。
【００２３】
　本発明においては、光学フィルタを撮像素子の透光領域に接着剤などを用いて接着して
固定する場合に、光学フィルタに嵌合する第１の放熱部材を撮像素子の透光領域の周囲部
分とシールドケースとに当接させて設ける。また、第２の放熱部材をシールドケースと筐
体又は鏡筒とに当接させて設ける。撮像素子が発する熱は第１の放熱部材を介してシール
ドケースへ伝わり、更に第２の放熱部材を介して筐体へ伝わるため、撮像素子が発する熱
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を筐体外へ放熱することができる。放熱部材を撮像素子の透光領域の周囲部分にのみ当接
させる構成とすることにより、放熱部材が撮像素子の撮像の妨げとなることはない。また
、第１の放熱部材は光学フィルタに嵌合する形状であるため、配設位置などにズレが生じ
ることはない。第２の放熱部材はこれを保持する保持部を筐体又は鏡筒に形成することに
よって配設位置などにズレが生じることを防止する。
【００２４】
　また、第５発明に係る撮像装置は、前記筐体又は前記鏡筒の保持部が、前記筐体又は前
記鏡筒から突出して設けられた複数の突出部を有し、前記第２の放熱部材を複数の突出部
により挟んで保持するようにしてあることを特徴とする。
【００２５】
　本発明においては、第２の放熱部材が当接する筐体又は鏡筒に複数の突出部を設ける。
筐体及び鏡筒は合成樹脂などで成形される場合が多く、容易に突出部を設けることができ
る。シールドケースと筐体又は鏡筒の間に配された第２の放熱部材を複数の突出部で挟ん
で固定する。簡単な構成で第２の放熱部材を不動に固定することができる。また、撮像装
置の製造工程において、第２の放熱部材の位置決めを容易に行うことができる。
【００２６】
　また、第６発明に係る撮像装置は、透光領域が設けられたパッケージ内に受光部が封入
された撮像素子と、該撮像素子を収容する筐体と、前記撮像素子へ光を集光するレンズを
保持し、前記筐体に固定された鏡筒とを備える撮像装置において、前記撮像素子の透光領
域の周囲部分に当接すると共に、前記筐体又は前記鏡筒に当接して設けられる放熱部材と
、該放熱部材が当接する前記筐体又は前記鏡筒に設けられ、前記放熱部材を保持する保持
部とを備えることを特徴とする。
【００２７】
　本発明においては、撮像素子の透光領域の周囲部分と筐体又は鏡筒とに放熱部材を当接
させて設ける。撮像素子が発する熱は放熱部材を介して筐体へ伝わり、又は放熱部材を介
して鏡筒へ伝わった後に筐体へ伝わるため、筐体外へ放熱を行うことができる。また、筐
体又は鏡筒に放熱部材を保持する保持部を設けることによって、撮像装置に加わる振動な
どによって放熱部材の配設位置にズレが生じて放熱効率が悪化することを防止できる。
【００２８】
　また、第７発明に係る撮像装置は、前記保持部が、前記筐体又は前記鏡筒から突出して
設けられた複数の突出部を有し、前記放熱部材を複数の突出部により挟んで保持するよう
にしてあることを特徴とする。
【００２９】
　本発明においては、放熱部材が当接する筐体又は鏡筒に複数の突出部を設ける。筐体及
び鏡筒は合成樹脂などで成形される場合が多く、容易に突出部を設けることができる。撮
像素子と筐体又は鏡筒の間に配された放熱部材を複数の突出部で挟んで固定する。簡単な
構成で放熱部材を不動に固定することができる。また、撮像装置の製造工程において、放
熱部材の位置決めを容易に行うことができる。
【００３０】
　また、第８発明に係る撮像装置は、前記撮像素子の透光領域に固着された板状の光学フ
ィルタを備え、前記保持部は、前記筐体又は前記鏡筒から突出して設けられた突出部を有
し、前記光学フィルタの側部及び前記突出部により前記放熱部材を挟んで保持するように
してあることを特徴とする。
【００３１】
　本発明においては、光学フィルタを撮像素子の透光領域に接着剤などを用いて接着して
固定する場合には、筐体又は鏡筒に突出部を形成し、突出部と光学フィルタの側部とによ
り、撮像素子と筐体又は鏡筒との間に配された放熱部材を挟んで固定する。光学フィルタ
の側部を利用することで、筐体又は鏡筒に設ける突出部の数が少なくてよい。
【００３２】
　また、第９発明に係る撮像装置は、透光領域が設けられたパッケージ内に受光部が封入
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された撮像素子と、該撮像素子を収容する筐体と、前記撮像素子へ光を集光するレンズを
保持し、前記筐体に固定された鏡筒とを備える撮像装置において、前記撮像素子の透光領
域に固着された板状の光学フィルタと、前記撮像素子の透光領域の周囲部分に当接すると
共に、前記筐体又は前記鏡筒に当接して設けられ、前記光学フィルタに嵌合する形状をな
す放熱部材とを備えることを特徴とする。
【００３３】
　本発明においては、光学フィルタを撮像素子の透光領域に接着剤などを用いて接着して
固定する場合に、光学フィルタに嵌合する放熱部材を撮像素子の透光領域の周囲部分と筐
体又は鏡筒とに当接させて設ける。撮像素子が発する熱は放熱部材を介して筐体へ伝わり
、又は放熱部材を介して鏡筒へ伝わった後に筐体へ伝わるため、筐体外へ放熱を行うこと
ができる。放熱部材を撮像素子の透光領域の周囲部分にのみ当接させる構成とすることに
より、放熱部材が撮像素子の撮像の妨げとなることはない。また、放熱部材は光学フィル
タに嵌合する形状であるため、配設位置などにズレが生じることはない。
【発明の効果】
【００３４】
　第１発明による場合は、撮像素子の透光領域の周囲部分とシールドケースとに第１の放
熱部材を当接させると共に、シールドケースに第１の放熱部材を保持する保持部を設け、
また、シールドケースと筐体又は鏡筒とに第２の放熱部材を当接させると共に、筐体又は
鏡筒に第２の放熱部材を保持する保持部を設ける構成とすることにより、撮像素子が発す
る熱を第１の放熱部材、シールドケース及び第２の放熱部材を介して筐体外へ放熱するこ
とができるため、撮像素子が撮像する映像の画質低下又は撮像素子の誤動作等が発生する
ことを防止できる。
【００３５】
　また、第２発明による場合は、シールドケースの開口の縁部分を折り曲げて第１の折曲
片と、シールドケースの開口の周囲部分に切り込みを形成して折り曲げた第２の折曲片と
を設けて、第１の折曲片及び第２の折曲片が第１の放熱部材を挟んで保持する構成とする
ことにより、シールドケースを折り曲げるのみの簡単な構成で第１の放熱部材を不動に固
定することができるため、放熱の信頼性を高めることができると共に、第１の放熱部材の
位置決めを容易に行うことができるため、撮像装置の製造工程の複雑化を抑制できる。
【００３６】
　また、第３発明による場合は、撮像素子の透光領域に固着された光学フィルタを備える
場合に、シールドケースに切り込みを形成して折り曲げた折曲片と、光学フィルタの側部
とで第１の放熱部材を挟んで保持する構成とすることにより、シールドケースを折り曲げ
るのみの簡単な構成で第１の放熱部材を不動に固定することができるため、放熱の信頼性
を高めることができると共に、光学フィルタの側部を利用することで、シールドケースの
折曲片の数が少なくてよいため、シールドケースの製造工程の複雑化を抑制でき、撮像装
置の製造工程の複雑化をより確実に抑制できる。
【００３７】
　また、第４発明による場合は、光学フィルタに嵌合する第１の放熱部材を撮像素子の透
光領域の周囲部分とシールドケースとに当接させて設け、シールドケースと筐体又は鏡筒
とに第２の放熱部材を当接させると共に、筐体又は鏡筒に第２の放熱部材を保持する保持
部を設ける構成とすることにより、撮像素子が発する熱を第１の放熱部材、シールドケー
ス及び第２の放熱部材を介して筐体外へ放熱することができるため、撮像素子が撮像する
映像の画質低下又は撮像素子の誤動作等が発生することを防止できる。また、第１の放熱
部材は光学フィルタに嵌合する形状であり、配設位置などにズレが生じることはないため
、放熱の信頼性を高めることができる。
【００３８】
　また、第５発明による場合は、第２の放熱部材が当接する筐体又は鏡筒に複数の突出部
を設け、複数の突出部が第２の放熱部材を挟んで保持する構成とすることにより、簡単な
構成で第２の放熱部材を不動に固定することができるため、放熱の信頼性を高めることが
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でき、また、第２の放熱部材の位置決めを容易に行うことができるため、撮像装置の製造
工程の複雑化を抑制できる。
【００３９】
　また、第６発明による場合は、撮像素子の透光領域の周囲部分と筐体又は鏡筒とに放熱
部材を当接させると共に、筐体又は鏡筒に放熱部材を保持する保持部を設ける構成とする
ことにより、撮像素子が発する熱を放熱部材を介して筐体外へ放熱することができるため
、撮像素子が撮像する映像の画質低下又は撮像素子の誤動作等が発生することを防止でき
る。
【００４０】
　また、第７発明による場合は、放熱部材が当接する筐体又は鏡筒に複数の突出部を設け
、複数の突出部が放熱部材を挟んで保持する構成とすることにより、簡単な構成で放熱部
材を不動に固定することができるため、放熱の信頼性を高めることができ、また、放熱部
材の位置決めを容易に行うことができるため、撮像装置の製造工程の複雑化を抑制できる
。
【００４１】
　また、第８発明による場合は、撮像素子の透光領域に固着された光学フィルタを備える
場合に、放熱部材が当接する筐体又は鏡筒に突出部を設け、光学フィルタの側部及び突出
部で放熱部材を挟んで保持する構成とすることにより、筐体又は鏡筒に少ない突出部を設
けるのみの簡単な構成で放熱部材を不動に固定することができるため、放熱の信頼性を高
めることができる。
【００４２】
　また、第９発明による場合は、撮像素子の透光領域に固着された光学フィルタを備える
場合に、光学フィルタに嵌合する形状の放熱部材を撮像素子の透光領域の周囲部分と筐体
又は鏡筒とに当接させる構成とすることにより、撮像素子が発する熱を放熱部材を介して
筐体外へ放熱することができるため、撮像素子が撮像する映像の画質低下又は撮像素子の
誤動作等が発生することを防止でき、また、放熱部材は光学フィルタに嵌合する形状であ
り、配設位置などにズレが生じることはないため、放熱の信頼性を高めることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４３】
（実施の形態１）
　以下、本発明をその実施の形態を示す図面に基づき具体的に説明する。図１は、本発明
の実施の形態１に係る撮像装置の構成を示す模式的側断面図である。図において１は撮像
素子であり、受光部をなすＣＣＤ又はＣＭＯＳ等が集積されたＩＣチップ２が、略矩形の
板状をなす合成樹脂製のパッケージ３に封入してある。また、撮像素子１には、パッケー
ジ３の一面（以下、上面という）の中央に、略矩形のガラス板４が埋設してあり、ＩＣチ
ップ２がガラス板４を通して受光し、撮像を行うようにしてある。即ち、撮像素子１は、
略矩形をなす上面の中央に、略矩形の透光領域４ａが設けてあり、透光領域４ａを通して
パッケージ３内のＩＣチップ２にて撮像を行うようにしてある。
【００４４】
　撮像素子１は回路基板１０に搭載してあり、回路基板１０にはその他のＩＣ、抵抗及び
コンデンサ等の電子部品（図示は省略する）が搭載されて電子回路が構成してある。回路
基板１０に搭載された撮像素子１及びその他の電子部品を外部の電磁気ノイズから遮断す
ると共に、撮像素子１及びその他の電子部品が発する電磁気ノイズが外部へ放出されるこ
とを防止するために、撮像装置は金属製のシールドケース２０を備えている。シールドケ
ース２０は、四角筒状の周壁部２１と、周壁部２１の一端側（以下、この一端側を上端側
といい、反対側を下端側という）を閉塞する上壁部２２とを有し、周壁部２１の下端側は
解放されて回路基板１０に外嵌する形状にしてある。シールドケース２０は回路基板１０
に外嵌した状態でねじ止め又は溶接等の方法で回路基板１０に固定される。シールドケー
ス２０の上壁部２２には、回路基板１０に搭載された撮像素子１の透光領域４ａに対向す
る位置に、撮像素子１への光を通過させる開口２３が形成してある。
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【００４５】
　また、本発明に係る撮像装置は、撮像素子１及びシールドケース２０の間に介装された
放熱部材５０を備えている。図２は、本発明の実施の形態１に係る撮像装置の放熱部材５
０の構成を示す模式図であり、（ａ）に側断面図を示し、（ｂ）に平面図を示してある。
放熱部材５０は、平面視で略コ字型の板状をなしており、熱の伝達効率の高い物質により
一体的に形成してある。実施の形態１に係る撮像装置では、２つの放熱部材５０が、コ字
の凹部５１を対向させて、撮像素子１の透光領域４ａを囲むように、撮像素子１の上面に
当接させて配設してある。即ち、２つの放熱部材５０は、撮像素子１の透光領域４ａの周
囲部分に当接するように配設してある。
【００４６】
　また、放熱部材５０は、回路基板１０にシールドケース２０を固定した場合に、放熱部
材５０の下面が撮像素子１の上面に当接すると共に、放熱部材５０の上面がシールドケー
ス２０の内面（上壁部２２の下面）に当接する厚さとしてあり、撮像素子１及びシールド
ケース２０に挟持されて垂直方向（上下方向）に不動に固定されるようにしてある。これ
に対して、放熱部材５０を水平方向に不動に固定するために、シールドケース２０には、
放熱部材５０を保持するための保持部２４が設けてある。
【００４７】
　図３は、本発明の実施の形態１に係る撮像装置のシールドケース２０の構成を示す模式
図であり、（ａ）に側断面図を示し、（ｂ）に平面図を示し、（ｃ）に展開図を示してあ
る。また、図４は、本発明の実施の形態１に係る撮像装置のシールドケース２０の構成を
示す模式的斜視図である。シールドケース２０は、薄い金属板を図３（ｃ）に示す形状に
截断し、折曲加工を施して形成したものである（図３（ｃ）には、截断線を実線で示し、
折曲線を破線で示してある）。シールドケース２０は、上述のように上壁部２２及び周壁
部２１を有する器状であり、上壁部２２には略矩形の開口２３が形成してある。開口２３
の大きさは、撮像素子１の透光領域４ａと略同じか又は透光領域４ａより若干大きくして
ある。略矩形の開口２３の内縁部分には、四辺に略台形の折曲片２５がそれぞれ設けてあ
り、シールドケース２０の内側へ折曲片２５を略直角にそれぞれ折り曲げてある。
【００４８】
　また、略矩形をなす上壁部２２には、開口２３の四辺と上壁部２２の四辺との間にコ字
型の切り込み２６ａがそれぞれ内向きに形成してあり、切り込み２６ａに囲まれた部分を
それぞれ折曲片２６としてある。折曲片２６は、シールドケース２０の内側へ略直角にそ
れぞれ折り曲げられて、開口２３に設けられた４つの折曲片２５に４つの折曲片２６がそ
れぞれ対向するようにしてある。放熱部材５０を保持する保持部２４は、シールドケース
２０の内側へ折り曲げられた折曲片２５及び２６により構成され、対向する折曲片２５及
び２６の間に放熱部材５０を挟んで保持することによって、放熱部材５０を撮像装置の水
平方向に不動に固定することができるようにしてある。
【００４９】
　また、撮像装置は、撮像素子１が搭載された回路基板１０及び放熱部材５０を保持して
回路基板１０に固定されたシールドケース２０等を収容する筐体７０を備えている。筐体
７０は、合成樹脂により形成され、略直方体形をなしており、一面に略円筒形の鏡筒部７
３が突設してある。鏡筒部７３内には、一又は複数のレンズ７４が同軸的に保持してあり
、筐体７０内に収容された撮像素子１の受光部をなすＩＣチップ２へ透光領域４ａを透過
して外部の光を集光するようにしてある。
【００５０】
　筐体７０は正面側筐体７１と背面側筐体７２との２つに分割してあり、回路基板１０及
びシールドケース２０等を収容した後に、ねじ止め、接着又は溶接等の方法によって固定
するようにしてある。背面側筐体７２には、回路基板１０を固定するための基板固定部７
５が形成してあり、ねじ止め、接着又は溶接等の方法によって基板固定部７５に回路基板
１０を固定するようにしてある。
【００５１】
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　また、本発明に係る撮像装置は、筐体７０内に収容されたシールドケース２０と正面側
筐体７１との間に介装される放熱部材６０を備えている。図５は、本発明の実施の形態１
に係る撮像装置の正面側筐体７１及び放熱部材６０の構成を示す模式図であり、（ａ）に
側断面図を示し、（ｂ）に背面図を示してある。放熱部材６０は、略矩形の板体の中央に
略矩形の開口６１が形成された略ロ字型をなしており、熱の伝達効率の高い物質により一
体的に形成してある。放熱部材６０は、回路基板１０に固定されたシールドケース２０が
筐体７０内に収容された場合に、シールドケース２０の上面に当接すると共に、正面側筐
体７１の内面（鏡筒部７３が突設された面の反対面）に当接する厚さとしてあり、シール
ドケース２０及び正面側筐体７１に挟持されて垂直方向に不動に固定されるようにしてあ
る。これに対して放熱部材６０を水平方向に不動に固定するために、正面側筐体７１の内
面には、放熱部材６０を保持するための保持部７７が形成してある。
【００５２】
　正面側筐体７１の内面には、鏡筒７３内に連通する略円形の開口７３ａが形成してあり
、開口７３ａを囲むようにして略矩形の板状をなす４つの突出部７８が形成してある。ま
た、４つの突出部７８から所定の間隔を隔ててそれぞれに対向するように、略矩形の板状
をなす４つの突出部７９が形成してある。放熱部材６０を保持する保持部７７は、正面側
筐体７１の内面に形成された４つの突出部７８及び４つの突出部７９により構成され、対
抗する突出部７８及び７９の間に放熱部材６０を挟んで保持することによって、放熱部材
６０を撮像装置の水平方向に不動に固定することができるようにしてある。
【００５３】
　撮像素子１が撮像処理を行うことによってＩＣチップ２から発せられた熱は、撮像素子
１のパッケージ３に伝達され、撮像素子１の上面に当接する放熱部材５０を介してシール
ドケース２０に伝達される。更に、シールドケース２０の上面に当接する放熱部材６０を
介して筐体７０に熱が伝達され、筐体７０の外部に放熱することができる。
【００５４】
　以上の構成の撮像装置においては、撮像素子１の透光領域４ａの周囲に当接する放熱部
材５０を介してシールドケース２０に熱を伝達し、更に放熱部材６０を介して筐体７０に
熱を伝達する構成とすることにより、撮像素子１の撮像の妨げとなることなく簡単且つ確
実に放熱を行うことができる。また、シールドケース２０に放熱部材５０を保持する保持
部２４を設ける構成とすることにより、撮像素子１及びシールドケース２０の間に挟まれ
た放熱部材５０を不動に固定することができるため、撮像装置に衝撃などが加わった場合
であっても、放熱部材５０に位置ズレなどが生じることがなく、また、撮像装置の組立工
程において放熱部材５０の位置決めを容易に行うことができる。また、シールドケース２
０に設けた折曲片２５及び２６を折り曲げるのみで保持部２４を容易に形成することがで
きる。また、正面側筐体７１の内面に放熱部材６０を保持する保持部７７を設ける構成と
することにより、シールドケース２０及び正面側筐体７１の間に挟まれた放熱部材６０を
不動に固定することができるため、放熱部材６０に位置ズレなどが生じることがなく、ま
た、放熱部材６０の位置決めを容易に行うことができる。
【００５５】
　なお、本実施の形態に係る撮像装置においては、放熱部材５０を略コ字型としたが、こ
れに限るものではなく、他の形状であってもよい。また、２つの放熱部材５０を備える構
成としたが、これに限るものではなく、１つ又は３つ以上の放熱部材を備える構成として
もよい。また、放熱部材６０を略ロ字型としたが、これに限るものではなく、他の形状で
あってもよい。また、１つの放熱部材６０を備える構成としたが、これに限るものではな
く、放熱部材５０と同様に２つの放熱部材を備える構成としてもよく、３つ以上の放熱部
材を備える構成としてもよい。また、放熱部材５０及び６０を保持する保持部２４及び７
７の形状は図示のものに限らず、他の形状であってもよい。また、放熱部材５０及び６０
をシールドケース２０及び正面側筐体７１に接着剤などを用いて接着してもよい。
【００５６】
　（変形例）
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　図６は、本発明の実施の形態１の変形例に係る撮像装置の放熱部材の構成を示す模式的
平面図であり、３つの変形例を図示してある。図２に示した放熱部材５０は平面視で略コ
字型であるが、例えば図３（ａ）に示すように、平面視で略長方形の２つの放熱部材５０
ａを、撮像素子１の略矩形をなす透光領域４ａの対向する２辺側に、パッケージ３の透光
領域４ａ周辺部分に当接して設ける構成としてもよい。また、図３（ｂ）に示すように、
平面視で略Ｌ字型の２つの放熱部材５０ｂを撮像素子１の透光領域４ａを囲むように設け
る構成としてもよい。また、図３（ｃ）に示すように、平面視で略長方形の４つの放熱部
材５０ｃを、撮像素子１の略矩形をなす透光領域４ａの四辺に沿って配設し、透光領域４
ａを囲むように設ける構成としてもよい。なお、図示は省略するが、シールドケース２０
及び正面側筐体７１の間に介装される放熱部材６０の形状も、図６に示すように様々な形
状とすることが可能である。
【００５７】
（実施の形態２）
　図７は、本発明の実施の形態２に係る撮像装置の構成を示す模式的側断面図である。実
施の形態２に係る撮像装置は、撮像素子１、回路基板１０、放熱部材５０、放熱部材６０
及び筐体７０等の構成は実施の形態１に係る撮像装置と同じであるが、回路基板１０に固
定されるシールドケース２２０の構成が異なる。本実施の形態のシールドケース２２０は
、実施の形態１のシールドケース２０と同様に４つの折曲片２６を有しているが、開口２
３の内縁部分に折曲片２５を有していない。
【００５８】
　また、実施の形態２に係る撮像装置は、撮像素子１の透光領域４ａに接着剤などで着設
される光学フィルタ９０を備えている。光学フィルタ９０は、平面視が透光領域４ａと略
同じ大きさの略矩形をなす板体であり、例えば光学ローパスフィルタ又は赤外線カットフ
ィルタ等の機能を有するものである。撮像素子１及びシールドケース２０の間に介装され
る略コ字型の２つの放熱部材５０を撮像装置の水平方向に不動に保持する保持部２２４は
、放熱部材５０の外側面に折曲片２６を当接させると共に、放熱部材５０の内側面に光学
フィルタ９０の側面を当接させることによって、放熱部材５０を保持するようにしてある
。
【００５９】
　以上の構成の実施の形態２に係る撮像装置においては、放熱部材５０の内側面を光学フ
ィルタ９０の側面に当接させる構成とすることによって、シールドケース２２０には開口
２３の内縁部分に折曲片を設ける必要がないため、シールドケース２２０の製造を容易に
行うことができるという利点がある。なお、放熱部材５０の形状は、実施の形態１の変形
例に示すように、他の形状であってもよい。
【００６０】
　なお、実施の形態２に係る撮像装置のその他の構成は、実施の形態１に係る撮像装置の
構成と同様であるため、対応する箇所には同じ符号を付して説明を省略する。
【００６１】
（実施の形態３）
　図８は、本発明の実施の形態３に係る撮像装置の構成を示す模式的側断面図である。ま
た、図９は、本発明の実施の形態３に係る撮像装置の放熱部材３５０の構成を示す模式図
であり、（ａ）に側断面図を示し、（ｂ）に平面図を示してある。実施の形態３に係る撮
像装置は、撮像素子１、回路基板１０、光学フィルタ９０、放熱部材６０及び筐体７０等
の構成は実施の形態２に係る撮像装置と同じであるが、回路基板１０に固定されるシール
ドケース３２０と、撮像素子１及びシールドケース３２０の間に介装される放熱部材３５
０の構成が異なる。実施の形態３のシールドケース３２０は、折り曲げ片が設けられてお
らず、開口２３が形成されているのみであり、放熱部材３５０を保持する保持部が設けら
れていない。
【００６２】
　また、放熱部材３５０は、略矩形の板状をなし、略矩形の板状をなす光学フィルタ９０
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に嵌合する開口３５１が中央に形成してある。即ち、放熱部材３５０は、中央に開口３５
１を有する略ロ字型である。撮像素子１の透光領域４ａに着設された光学フィルタ９０に
放熱部材３５０を嵌合させることによって、放熱部材３５０を撮像装置の水平方向に不動
に固定することができる。また、放熱部材３５０は撮像素子１の透光領域４ａの周辺に当
接すると共にシールドケース３２０の内面に当接するようにしてあり、撮像素子１及びシ
ールドケース３２０に挟んで放熱部材３５０を撮像装置の垂直方向に不動に固定すること
ができるようにしてある。
【００６３】
　以上の構成の実施の形態３に係る撮像装置においては、放熱部材３５０を光学フィルタ
９０に嵌合させて固定する構成とすることにより、シールドケース３２０に放熱部材３５
０を保持するための保持部を設ける必要がないため、シールドケース３２０の製造をより
容易に行うことができるという利点がある。
【００６４】
　なお、実施の形態３に係る撮像装置のその他の構成は、実施の形態２に係る撮像装置の
構成と同様であるため、対応する箇所には同じ符号を付して説明を省略する。
【００６５】
（実施の形態４）
　図１０は、本発明の実施の形態４に係る撮像装置の構成を示す模式的側面図である。実
施の形態４に係る撮像装置は、実施の形態１～３に係る撮像装置が備えるシールドケース
を備えない構成である。このため、平面視が略コ字型をなす２つの放熱部材５０は、撮像
素子１の透光領域４ａの周辺部分に当接すると共に、正面側筐体７１の内面に当接するよ
うに介装されている。また、正面側筐体７１の内面には突出部７８及び７９にて構成され
る保持部７７が設けてあり、放熱部材５０の内側の側面に突出部７８が当接し、外側の側
面に突出部７９が当接して放熱部材５０を保持するようにしてある。これらにより、撮像
装置の垂直方向及び水平方向に不動に放熱部材５０を固定できるようにしてある。
【００６６】
　以上の構成の実施の形態４に係る撮像装置においては、撮像素子１が発した熱を放熱部
材５０を介して筐体７０に伝達し、筐体７０の外部へ放熱することができる。例えば筐体
７０が金属製でありシールドケースを兼ねる場合又は電磁気ノイズ対策が必要でないなど
の理由で、撮像装置がシールドケースを備えない場合には、放熱部材５０を直接的に撮像
素子１及び筐体７０の間に介装することによって、簡単に放熱を行うことができる。なお
、放熱部材５０の形状は略コ字型に限るものではなく、実施の形態１の変形例に示したよ
うに、その他の種々の形状とすることができる。
【００６７】
　なお、実施の形態４に係る撮像装置のその他の構成は、実施の形態１に係る撮像装置の
構成と同様であるため、対応する箇所には同じ符号を付して説明を省略する。
【００６８】
（実施の形態５）
　図１１は、本発明の実施の形態５に係る撮像装置の構成を示す模式的側断面図である。
実施の形態５に係る撮像装置は、撮像素子１、回路基板１０、放熱部材５０及び背面側筐
体７２等の構成は実施の形態４に係る撮像装置と同じであるが、正面側筐体５７１の構成
が異なる。実施の形態４の正面側筐体５７１は、実施の形態４と同様に放熱部材５０の外
側の側面に当接する突出部７９を有しているが、内側の側面に当接する突出部７８は有し
ていない。
【００６９】
　また、実施の形態５に係る撮像装置は、撮像素子１の透光領域４ａに接着剤などで着設
される光学フィルタ９０を備えている。光学フィルタ９０は、平面視が透光領域４ａと略
同じ大きさの略矩形をなす板体であり、例えば光学ローパスフィルタ又は赤外線カットフ
ィルタ等の機能を有するものである。撮像素子１及び正面側筐体５７１の間に介装される
略コ字型の２つの放熱部材を保持する保持部５７７は、放熱部材５０の外側の側面に突出
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部７９を当接させると共に、放熱部材５０の内側の側面に光学フィルタ９０の側面を当接
させることによって、放熱部材５０を保持するようにしてある。
【００７０】
　以上の構成の実施の形態５に係る撮像装置においては、放熱部材５０の内側面を光学フ
ィルタ９０の側面に当接させる構成とすることによって、正面側筐体５７１に形成する突
出部が少なくてよいため、正面側筐体５７１の製造を容易に行うことができるという利点
がある。
【００７１】
　なお、実施の形態５に係る撮像装置のその他の構成は、実施の形態４に係る撮像装置の
構成と同様であるため、対応する箇所には同じ符号を付して説明を省略する。
【００７２】
（実施の形態６）
　図１２は、本発明の実施の形態６に係る撮像装置の構成を示す模式的断面図である。実
施の形態６に係る撮像装置は、撮像素子１、回路基板１０、光学フィルタ９０及び背面側
筐体７２等の構成は実施の形態５に係る撮像装置と同じであるが、正面側筐体６７１と、
撮像素子１及び正面側筐体６７１の間に介装される放熱部材３５０の構成が異なる。実施
の形態６の正面側筐体６７１には、内面に突出部が形成されておらず、放熱部材３５０を
保持する保持部が設けられていない。
【００７３】
　また、放熱部材３５０は、実施の形態３に係る撮像装置が備えるものと略同じであり、
光学フィルタ９０に嵌合する開口３５１を中央に有する略ロ字型である。撮像素子１の透
光領域４ａに着設された光学フィルタ９０に放熱部材３５０を嵌合させることによって、
放熱部材３５０を撮像装置の水平方向に不動に固定することができる。また、放熱部材３
５０は撮像素子１の透光領域４ａの周辺に当接すると共に正面側筐体６７１の内面に当接
するようにしてあり、撮像素子１及び正面側筐体６７１に挟んで放熱部材３５０を撮像装
置の垂直方向に不動に固定することができるようにしてある。
【００７４】
　以上の構成の実施の形態６に係る撮像装置においては、放熱部材３５０を光学フィルタ
９０に嵌合させて固定する構成とすることにより、正面側筐体６７１に放熱部材３５０を
保持するための保持部を設ける必要がないため、正面側筐体６７１の製造をより容易に行
うことができるという利点がある。
【００７５】
　なお、実施の形態６に係る撮像装置のその他の構成は、実施の形態５に係る撮像装置の
構成と同様であるため、対応する箇所には同じ符号を付して説明を省略する。
【００７６】
（実施の形態７）
　図１３は、本発明の実施の形態７に係る撮像装置の構成を示す模式的側断面図である。
実施の形態４～６に係る撮像装置は放熱部材を撮像素子１及び正面側筐体の間に介装する
構成であるが、実施の形態７に係る撮像装置は撮像素子１とレンズ７４を保持する鏡筒７
８０との間に放熱部材７５０を介装する構成である。
【００７７】
　実施の形態７に係る撮像装置の鏡筒７８０は、複数のレンズ７４を同軸上に保持する略
円筒状の筒部７８１を有しており、筒部７８１の外周面にはネジ溝７８２が形成してある
。また、筒部７８１の一端には、外周面に略円形の鍔部７８３が設けてある。撮像装置の
正面側筐体７７１には、鏡筒７８０のネジ溝７８２に螺合するネジ溝７７３ａが内周面に
形成された略円筒状の筒部７７３が正面に突設してあり、正面側筐体７７１の内側から筒
部７７３に鏡筒７８０を螺合させることによって、鏡筒７８０を正面側筐体７７１に固定
するようにしてある。
【００７８】
　また、実施の形態７に係る撮像装置は、撮像素子１の透光領域４ａの周辺部分に当接す
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ると共に、鏡筒７８０の鍔部７８３に当接して設けられる放熱部材７５０を備えている。
図１４は、本発明の実施の形態７に係る撮像装置の放熱部材７５０の構成を示す模式図で
あり、（ａ）に側断面図を示し、（ｂ）に平面図を示してある。放熱部材７５０は円板体
の中央に円形の開口７５１が形成された円環状の構成であり、開口７５１の直径は撮像素
子１に設けられた透光領域４ａの対角線の長さに略等しくしてある。これにより、放熱部
材７５０は、撮像素子１の透光領域４ａを覆い隠すことなく、透光領域４ａの周辺部分に
当接することができるようにしてある。
【００７９】
　また、鏡筒７８０の鍔部７８３には、放熱部材７５０を保持する保持部７８４が設けて
ある。図１５は、本発明の実施の形態７に係る撮像装置の放熱部材７５０及び鏡筒７８０
の構成を示す模式的背面図である。鏡筒７８０の鍔部７８３は、背面視で略円形であり、
レンズ７４が保持される筒部７８１に連通する開口７８３ａが中央に形成してある。鍔部
７８３の背面には開口７８３ａを囲むように円環状の突起部７８５が形成してあり、更に
突起部７８５から所定の間隔を開けて円環状の突起部７８６が同心に形成してある。内側
の突起部７８５は放熱部材７５０の開口７５１に内嵌するようにしてあると共に、外側の
突起部７８６は放熱部材７５０の外周に外嵌するようにしてあり、保持部７８４は突起部
７８５及び７８６の間に放熱部材７５０を挟んで保持する構成である。
【００８０】
　撮像素子１が撮像処理を行うことによってＩＣチップ２から発せられた熱は、撮像素子
１のパッケージ３に伝達され、撮像素子１の上面に当接する放熱部材７５０を介して鏡筒
７８０に伝達される。更に、鏡筒７８０が螺合する筐体７０に熱が伝達され、筐体７０の
外部に放熱することができるようにしてある。
【００８１】
　以上の構成の実施の形態７に係る撮像装置においては、放熱部材７５０を撮像素子１及
び鏡筒７８０の間に介装する構成とすることにより、撮像素子１が発する熱を筐体７０へ
伝達して放熱することができる。なお、本実施の形態においては、撮像装置がシールドケ
ースを備えない構成を示したが、シールドケースを備える場合であっても同様の構成を適
用することができる。この場合、シールドケース及び鏡筒の間に図１３～１５に示した放
熱部材７５０を介装する構成とすればよい。また、撮像装置が光学フィルタを備える構成
としてもよく、この場合には、撮像素子１に光学フィルタを着設して放熱部材を光学フィ
ルタに嵌合させる構成とすることによって、鏡筒７８０に保持部７８４を設けない構成と
することもできる。また、放熱部材７５０を鏡筒７８０に当接させるのではなく、鏡筒に
保持されたレンズに当接させる構成としてもよい。
【００８２】
　なお、実施の形態７に係る撮像装置のその他の構成は、実施の形態４に係る撮像装置の
構成と同様であるため、対応する箇所には同じ符号を付して説明を省略する。
【図面の簡単な説明】
【００８３】
【図１】本発明の実施の形態１に係る撮像装置の構成を示す模式的側断面図である。
【図２】本発明の実施の形態１に係る撮像装置の放熱部材の構成を示す模式図である。
【図３】本発明の実施の形態１に係る撮像装置のシールドケースの構成を示す模式図であ
る。
【図４】本発明の実施の形態１に係る撮像装置のシールドケースの構成を示す模式的斜視
図である。
【図５】本発明の実施の形態１に係る撮像装置の正面側筐体及び放熱部材の構成を示す模
式図である。
【図６】本発明の実施の形態１の変形例に係る撮像装置の放熱部材の構成を示す模式的平
面図である。
【図７】本発明の実施の形態２に係る撮像装置の構成を示す模式的側断面図である。
【図８】本発明の実施の形態３に係る撮像装置の構成を示す模式的側断面図である。
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【図９】本発明の実施の形態３に係る撮像装置の放熱部材の構成を示す模式図である。
【図１０】本発明の実施の形態４に係る撮像装置の構成を示す模式的側面図である。
【図１１】本発明の実施の形態５に係る撮像装置の構成を示す模式的側断面図である。
【図１２】本発明の実施の形態６に係る撮像装置の構成を示す模式的断面図である。
【図１３】本発明の実施の形態７に係る撮像装置の構成を示す模式的側断面図である。
【図１４】本発明の実施の形態７に係る撮像装置の放熱部材の構成を示す模式図である。
【図１５】本発明の実施の形態７に係る撮像装置の放熱部材及び鏡筒の構成を示す模式的
背面図である。
【符号の説明】
【００８４】
　１　撮像素子
　２　ＩＣチップ（受光部）
　３　パッケージ
　４　ガラス板
　４ａ　透光領域
　１０　回路基板
　２０　シールドケース
　２３　開口
　２４　保持部
　２５　折曲片（第１の折曲片）
　２６　折曲片（第２の折曲片）
　２６ａ　切り込み
　５０、５０ａ、５０ｂ、５０ｃ　放熱部材（第１の放熱部材）
　６０　放熱部材（第２の放熱部材）
　７０　筐体
　７１　正面側筐体
　７２　背面側筐体
　７３　鏡筒部
　７４　レンズ
　７７　保持部
　７８、７９　突出部
　９０　光学フィルタ
　２２０　シールドケース
　２２４　保持部
　３２０　シールドケース
　３５０　放熱部材
　５７１　正面側筐体
　５７７　保持部
　６７１　正面側筐体
　７５０　放熱部材
　７７１　正面側筐体
　７８０　鏡筒
　７８４　保持部
　７８５、７８６　突出部
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